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日本キリスト教会靖国神社問題特別委員会
＜祈りのために＞
「あなたは正しく行動されました。あなたは忠実に行動されました。しかし、わたしたちはあなたに背いてしまいました。王も高官も、祭司もわたしたちの先祖も あなたの律法に従わず 度重なる命令にも戒めにも 耳を貸しませんでした。」 (ネヘミヤ記9章33、34節）
エズラ記とネヘミヤ記は、バビロン捕囚からパレスチナに帰国したユダヤ人の史実を編集したものといわれる。ネヘミヤ記には、彼の指揮下にエルサレムの城壁が再建されたことに続き、8章でエズラが民の前で律法を朗読し、仮庵の祭りを祝い、9章で罪の告白がなされ、10章で民は契約を新たに結び、律法を守ることを誓約したと記される。
ここには、捕囚から帰還した民が新たな出発を期して、決意を新たにした状況が克明に綴られている。先ず、神が先祖に示された律法が朗読され、その翻訳と解説を聞き、律法を理解した上で、先祖が行った仮庵祭を行うことを通して、「律法の言葉を悟ろうとし」た。そして、罪の告白がなされる。「非は全て自分にあると深く悔い改める」のである。
キリスト教の信仰において、神を畏れる民の「罪の告白」は絶対的で基本的なことであるが、神の存在すら認めない日本人一般にとっては、あまり馴染まない概念といえる。
「水に流す」「恥の文化」と言われるように、日本人にとっては、水に流して、視界から消え去れば、そのことは解決したのであり、責任を感じる必要は一切ないのであるから、「罪」を認め、それを告白するなどということには違和感と抵抗感が付き纏う。また、「恥」の感情は人の相対的な評価への反応であるから、人に知られなければ「恥」の感情は湧かない。人に見られて、評価されるから「恥ずかしい」のである。親が子を注意する時に「そんなことをしたら、人に笑われますよ。」と普通に言う。意識されていないが、それは裏を返せば、「人が見ていなければ、何をしても構わない。」という前提に立脚している。
　捕囚から帰還した民が、新たな歩み出しを期する時、もう一度「律法を読み」、「その言葉を悟り」、「罪を告白して」、神にシッカリと向き合い、見上げて、誓約を行った。私たちも洗礼を受け、信仰を告白した時、神と教会員に対して誓約をした。しかし、その時、謙（へりくだ）って誓約した内容を、機会ある毎に想起し、神の前に悔改め、教会員相互が諌（いさ）め合うことをしているであろうか。神を心から畏れることを蔑（ないがしろ）にしてはいないだろうか。第一戒、第二戒を唱えるだけでなく、信仰の基盤にそれを据えて、日々の生活で意識し格闘しているであろうか。建徳ではなく、自己正当化のためだけで批判してはいないだろうか。罪の告白を促し、悔い改めを迫る御言葉の解き明かしと、律法を成就し、罪を贖うために来られた主イエス･キリストの愛が、主の日毎に力強く語られているであろうか。今の時が「わたしたちはあなたに背いてしまいました」と罪を告白し、悔い改める時ではないだろうか。
【祈り】「父なる神よ、私たちはイエス・キリストの十字架の贖いによる恵みを当然のことと考えて、真実の罪の告白と悔い改めを蔑にしてはいないか。どうぞ自分の信仰をシッカリ吟味させて下さい。」
尾谷則昭（南浦和教会長老、前靖国神社問題特別委員会）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特集「4・29戦争責任を覚える日」
昭和天皇の戦争責任
渡辺信夫
　昭和天皇の死期の近いと報道されていた時、1988年のことであるが、あるキリスト者の間で一つの真剣な討議がなされていた。その内容は、死の前に天皇が、生涯を厳粛に振り返って、懺悔を行なう最後の機会を与えられねばならない。その機会を失わせないためには、肉親である皇太子(現天皇)から、説得してもらうのが最も妥当ではないか。そのためには、これを願っているキリスト者が、名を連ねて皇太子に手紙を送ろう、というものであった。時間が限られているので、ことは迅速に行なわれねばならない。さる代議士の秘書で宮内庁との関係の深い人が、自らはキリスト者でないが、信仰に立つこのような決断は理解出来るから、手紙を届けることに協力すると申し出てくれた。この企てに賛同して署名した存命者が本稿の読者の中に少なからずいるはずである。
　手紙の宛名人はキリスト教信者でないから、キリスト教的用語や考え方には馴染みがないであろうが、心を尽くして書けば、誠意は通じると信じて、祈りつつ書いた。この手紙が皇太子に最も近い立場にいる侍従に届けられたことまでは確認されているが、その先のことは分からない。受け取った人が読んだか。また、共感して実行したかどうか。それについては何も知らされていない。昭和天皇が悔い改める機会を得ぬままに世を去ったことは事実であろう。それでも、日本のキリスト者たちが、自らの生きた昭和の時代の己の歩みを検討しつつこの手紙を送った事実は、どこかで覚えられている。神は見ておられたのである。
　昭和天皇の戦争罪責については、諸外国からも・国内からも厳しい論難が行なわれた。重臣の中にも退位論があったほどである。闇の中に隠蔽されたため、疑問あるいは問題は少しも解明されずに残る。だが、今後、神話的ヴェールは次第に剥ぎ取られるから、さらに峻厳な批判に曝されることになる。
そのような批判を浴びせる人々から見て、臨終の悔い改めを勧める程度のことでは、生ぬるい宗教的ロマンに過ぎぬかも知れない。なるほど、「天皇の名」のもとに虫けらのように殺されて行った膨大な数の人々を思うならば、その「名」があれだけの暴力を振るうことが出来た仕組みと、その「名」の持ち主の責任は明らかにされねばならない。それは制度の改変によるべきであろう。
　しかし、制度の問題のほかに、神の前に立たせられる一個の人間としての普遍的な問題がある。人間としての彼には、超越者の下に立つ一個の「たましい」として、少なくとも生の最後の機会に、自分になりきることを妨げていた数々の仕組みから解放されて、人間になる機会を取り戻さなければ、余りにも悲惨である。
制度のことは理論的にはかなり解明された。すでに戦前「天皇機関説」が唱えられていて、理論的にこれを越える人はいないから、暴力によってこの学説を葬った。しかし、理論的には葬られなかった。ただ、理論そのものは正当性を保持しても、政治は理論と別の世界で行なわれる。今日自民党の掲げる改憲案は、天皇を元首としようとし、かつて「天皇機関説」を抹殺しようとした暴力の復活を告知している。
本稿は、現在の自民党や、往時言論を抹殺しようとした陸軍首脳の暴力性を非難するために書いたものではない。いや、誰かを論難するためのものでもない。筆者自身、神の前で、そしてどの人の前でも、一個のたましいを持つ者として、偽りなく生きようとし、過ちに気付いた時には、人に対しても、神に対しても謝罪する人間であろうとして生きて来た。戦争責任を論じるとはそういうことから始まるのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京中会　引退教師）
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ヤスクニ問題 Q and A
問い…「昭和の日」って何ですか

答え…「国民の祝日に関する法律」の一条には「自由と平和を求めてやま　

ない日本国民は、美しい風習を育てつつ、よりよき社会、より豊な生活　

を築きあげるために、ここに国民こぞって祝い、感謝し、又は記念する　

日を定め、これを「国民の祝日」と名づける」とあります。2007年に「昭和天皇」の誕生日の4月29日が「激動の日々を経て、復興を遂げた昭和の時代を顧み、国の将来に思いをいたす。」との趣旨で祝日の一つとして「昭和の日」が加わりました。しかし月日も、名称も全く祝日にふさわしくありません。

問い…「昭和の日」の何が問題ですか

答え…　昭和の名のもとで、昭和天皇を思い「国民こぞって祝い、感謝し、又は記念する日」として祝うことは出来ません。もともと年号を天皇と関連付ける問題があります。天皇の生存区分によって、昭和の時代とひとくくりに出来ません。敗戦を期に憲法が変わり、かつての天皇主権から国民主権へ移行した全く異なる時代を含んでいます。帝国憲法は、天皇は神聖であり、誰も侵してはならないと決められていました。絶対的な権力の天皇として、侵略戦争を命じました。また教会を含め、国民の多くも侵略戦争に加担し、アジアの人々に被害を与えました。名目だけでなく実質的な戦争責任は天皇にあります。この祝日を習慣化することで、戦前のような天皇主権の復権や、先の戦争責任を解決しないで、戦争を美化し、新たな戦争を肯定する思想を養う危険があります。わたしたちはこのことを明らかにし、同時に戦争の加害の罪、良心に痛みを感じて戦争責任を覚え、果たす責任があります。わたしたちは2007年からこの日を「4・29戦争責任を覚える日」としています。

問い…　どうしてそのような危険な祝日ができたのですか。
答え…　国家は新しい憲法に定めた、国民主権、戦争の放棄、思想・信教の自由など平和と基本的人権を擁護しなければなりません。しかし戦前から引き続き、この考えに反対し、天皇を中心とする社会を求める人々が、政権担当者の中にも多くいました。建国記念の日（旧紀元節）制定、靖国神社国営化法案、元号法制定、国旗・国歌法制定などの一連の流れの中で、昭和天皇の死去により、4月29日の「天皇誕生日」は無くなるところ、「みどりの日」として残し、2007年再びその日を「昭和の日」としたのです。水面下で帝国憲法は生きており、その体制を望む人が多くいるということです。教会も反対しないままに決まってしまいました。推進者たちは、旧憲法の天皇を中心にした祝祭日の復元を目指しているのです。今も11月23日「勤労感謝の日」は宮中で「新嘗祭」の神事が行なわれ、三権の長が参列しています。もしこの日を「新穀感謝の日」などの改名の動きが起きた時は反対を唱えなければなりません。神国日本、天皇、国家、神道、戦争などは、これからも要注意の重要語です。現在の政治、社会の動向を見つつ、天皇の神格化を許さない信仰告白的な生き方が求められています。

わたしたちの主はイエス・キリストです。「日本キリスト教会は歴史に対する責任を自覚し、主イエス・キリストの到来に向けて常に新しくキリストを教会の頭にして全世界の主と告白し続ける」（日本キリスト教会憲法2条4項）宣教の業に仕えて参りましょう。

加藤正勝（滝川教会牧師、靖国神社問題特別委員会委員長）
＜ヤスクニ・ニュース＞
政府「主権回復」式典を決行

　政府は3月12日の閣議で、1952年のサンフランシスコ講和条約発効の日を「主権回復の日」として、61年を迎える４月28日に、政府主催の式典を憲法記念館で開催することを決定した。しかし沖縄ではこの日を日本から切り離され、米施政権下に置かれた「屈辱の日」としているため、反発が強まっている。条約締結には、1947年に昭和天皇が沖縄の長期占領を米側に要望した「天皇メッセージ」が大きな影響を与えているため、沖縄の有識者らからは天皇・皇后出席に、天皇を元首とした改憲を訴える現政権の「戦前思考」の姿勢が指摘されている。沖縄県議会は、3月29日、抗議決議を自民党退場の中で、全会一致で可決した。（琉球新報3月13,14,30日)
安倍首相　秋の例大祭の靖国参拝に照準
　安倍晋三首相は、靖国神社の春季例大祭に「真榊（まさかき）」と呼ばれる供え物を奉納する意向を神社側に伝えた。７月の参院選までは経済優先の安全運転に徹するのが政権運営の基本方針であるため、参院選前の靖国参拝は見送るが、真榊の奉納によって秋の例大祭参拝に向けた布石とした。衆院解散前日の昨年11月15日夜、安倍氏は東京都内で会食した神社関係者から「靖国神社のお祭りは8月15日ではない。春と秋の例大祭だ。特に秋の例大祭は年１回の合祀が行われるという意味で春よりも大事な行事」と言われて、安倍氏は相づちを打ったと言う。　　　　　　　　（毎日3月29日）
伊勢神宮の「式年遷宮」と「入学式・卒業式等における国旗掲揚・国歌斉唱」への要望（NCC）
伊勢神宮は、今年20年に一度の「式年遷宮」の年に当たり、550億円の費用が必要とされている。神宮側はこの費用を「国民のまごころの結集による浄財」から出費すると言っているが、実際は、皇室の「内廷費」からの出費があるといわれている。「内廷費」を「ひとりの人間の純然たる私的行為」の範囲としているが、日本キリスト教協議会（NCC）靖国神社問題委員会は、皇室と関係の深い伊勢神宮への支出が天皇及び天皇家の「純然たる私的行為」なのかを疑問として、２月４日、「国、県、市が『政教分離原則』および『信教の自由』を守ることを要望する。特に、園児・児童・生徒などを式典に参加させないようお願いする」と、首相と三重県知事と伊勢市長に釘を刺した。
また、３月４日、大阪私立中学校高等学校連合会会長に「入学式・卒業式等の国旗掲揚・国歌斉唱」を強制しないよう要望した。「日の丸・君が代」は、過去の侵略戦争という歴史的な問題があり、また、偶像礼拝を禁止する信仰を基本としたキリスト教主義学校をはじめ、数多くの宗教教育を実践している学校の建学の精神を否定するような姿勢をしないようにと。
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